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本研究は、わが国タクシー産業の規制緩和が施行されるに至った経緯の経験的研究を通じ、組織

による制度的環境変革プロセスの理論モデルを構築して、規制緩和をはじめとする制度変革の

研究への新しいアプローチを提示しようとしたものである。 

 先行研究はタクシー規制緩和を行政主導によるトップダウン型の政策という前提で論じてき

た。しかし、この規制緩和が一部事業者を始めとする局所的な諸組織によるボトムアップ型の変

革行動を通じて達成された経緯は、現在のところ、ほとんど検討されていない。その経緯の分析

は、タクシー産業の制度的動態を説明する上で経験的に重要であり、また理論的にも、従来の経

営組織論の枠組において十分な説明が行われてこなかった組織の制度的環境の変革行動を明ら

かにする上で、有力な手がかりになる。 

 そうしたボトムアップ型の変革行動のプロセスにおいて諸組織は、自己の社会的正統性を主

張するために、既存の制度に対するシンボリックな操作行動を展開していた。しかし、規制およ

び規制緩和に直面した組織が単に経済合理性に基づいてのみ反応すると仮定する傾向にあった

従来型の研究枠組では、そのような組織行動を説明できない。 

 わが国のタクシー規制緩和がいかにして生じたのかを理解するためには、そのような組織行

動がいかなるものであったのかを問題とし、これを解明することが不可欠である。こうした問題

設定においては、経営組織論的な観点、なかでも組織・環境・制度の関係を包括的にとらえる観

点が要求される。その最適なものとして新制度派組織論が挙げられる。本研究は、従来型の新制

度派組織論の枠組を検討し、これを拡張することで、組織行動による制度的環境の変革プロセス

の説明モデルを提示した。 

 上述した説明モデルをもとに、タクシー産業における一部の局所的組織が、いかにして従来の

行政規制に対する意味解釈を変更し、その規制に対する変革を表明するに至ったかについて検

討した。さらに、既存の行政規制に対する種々の局所的組織による変革の表明が、その規制をめ

ぐる組織間のコンフリクトを顕在化させ、その対立過程において、代替的なシンボル的要素とし

ての「規制緩和」の理念がタクシー産業に普及したプロセスを分析した。以上のような理論的か

つ経験的検討を通じて、組織がいかにして制度的環境の変革を導くかを明らかにしようとした。 
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